
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

四国災害アーカイブス

活用の手引き 
～地震・津波、土砂災害、渇水版～ 
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四国災害アーカイブスとは？ 

■四国災害アーカイブスが目指すこと 

四国は自然災害が発生しやすい特性を有しており、四国に住む人々は過去の災害か

ら様々なことを学んできました。災害による被害を減らすためには、社会資本整備を

進める一方で、過去の災害から学んだことを活かして、人々が被害を軽減するための

ソフト面の取り組みを進めることが重要です。 

しかし、こんにち、地域の人と人のつながりが薄れ、過去の災害の教訓などを伝え

にくい状況が生まれてきています。また、過去の災害に関する資料が保存、継承され

ていない、あるいは貴重な資料が十分に活用されていない状況も見受けられます。 

このため、過去に四国各地で発生した主要な災害に関する情報を収集、整理し、地

域防災力の向上に向けて、できるだけ多くの人々に活用してもらえるように情報提供

することを目指して、「四国災害アーカイブス」を作成しています。 
四国各地には災害に関するさまざまな情報が

蓄積されています 

■情報提供の方法 

収集した四国の災害情報を整理し、インターネットを通

じて提供します。 
 

■情報提供の対象 

・住民 

・自主防災組織等の地域の防災リーダー 

・行政の防災担当者 

・研究者、等 
※多くの皆さんに利用していただきたいと考えていますが、情報提

供にあたっては中学生以上が理解できる程度の表現とします。 
 

  ■災害情報の収集内容 

    四国にある国の機関、県、市町村、大学等から、下記の災

害情報を収集しています。ただし、部分的運用中は地震・津

波の情報だけを提供します。 
 

■現地調査 

文献資料等の収集だけではなく、災害現場、災害に関す

る石碑、痕跡等を訪れ、関連情報の収集および写真撮影を

行っています。 

撮影した写真は、災害情報とともに掲載します。 
 

 

■検討委員会 

四国災害アーカイブス事業は、下記の検討委員会の指導の

もと、進めています。 

■運用のスケジュール 

四国災害アーカイブスの運用開始は３段階で行う予定

です。 

四国災害アーカイブス事業検討委員会 委員名簿 

（平成25年4月現在） 

                    （順不同、敬称略） 

徳島大学 名誉教授              村上 仁士 

徳島大学 環境防災研究センター 教授     中野  晋 

香川大学 危機管理研究センター 教授     長谷川 修一 

香川大学 防災教育センター 特命教授      松尾 裕治 

愛媛大学 防災情報研究センター長 理事    矢田部 龍一 

愛媛大学 防災情報研究センター 教授     木下 誠也 

愛媛大学 防災情報研究センター 教授     竹田 正彦 

高知大学 南海地震防災支援センター 教授   大年 邦雄 

高知大学 南海地震防災支援センター 教授   笹原 克夫 

高知工科大学 システム工学群 教授      高木 方隆 

国土交通省 四国地方整備局 企画部長     石井 一生 

徳島県 県土整備部長             中内 雅三 

香川県 土木部長                    細谷 芳照 

愛媛県 土木部長               田村 弘文 

高知県 土木部長                 奥谷  正 

（一社)四国建設弘済会 理事長         福田 昌史 

災害の種類 1)地震・津波　　　  6)雪害
2)風水害　　　　　  7)火山災害
3)土砂災害　　　　  8)大規模な火災
4)高潮　　　　 　　 9)その他
5)渇水

情報の内容 災害の状況、被害の様子、地域の人々の対
応、被害軽減の取り組み、等

収集の範囲 四国で被害が出た災害で、時代が特定できる
もの

収集対象物 上記の情報を記載している印刷物または電子
データ、および現地調査情報
・市町村史、郷土史　　　　・事業誌
・災害記録、災害体験集　　・写真集
・学術論文、雑誌論文      ・その他文献等

①部分運用：平成24年7月20日 

・「地震・津波」の情報を先行して提供 

・データ数約1,400件 

②部分運用第二弾：平成 25年7月 

・「土砂災害」、「渇水」の情報を追加 

・累積データ数約6,800件（予定） 

③本格運用：平成26年4月 

・すべての災害種類の情報を提供 
 ・累計データ数約28,000件（予定） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

どうすれば情報が得られるの？ 

■アーカイブスの情報を入手する方法 

操作は簡単です。以下の手順でアーカイブスの情報を入手することができます。 

 

①インターネットで「四国災害アーカイブス」にアクセスしてください。 

 ・四国災害アーカイブス（http://www.shikoku-saigai.com） 

    

②アーカイブスの画面が表示されたら、右側の検索ボタンで知りたい内容を検索してください。 

 ・例えば、香川県高松市の江戸時代の地震・津波の情報を知りたい場合には、県名で「香川県」を、市町村名で「高松市」

を、災害種類で「地震・津波」を、そして年代で「江戸時代」を選択します。キーワードで検索することもできます。

複数の検索項目を選択すると、絞り込みが行われます。なお、現在は地震・津波の情報だけを提供しています。 

 

③画面中央に検索結果が表示されますので、関心のある情報のタイトルをクリックしてください。 

 ・タイトルをクリックすると、詳細な災害情報を見ることができます。具体的な情報の内容は次頁のとおりです。 

 
【四国災害アーカイブスの画面】 検索ボタン 

■県名検索 
○徳島県 
○香川県 
○愛媛県 
○高知県 

■市町村名検索 
（香川県の例） 
○高松市 
○丸亀市 
○坂出市 
・・・・ 

■災害種類検索 
○地震・津波 
○土砂災害 
○渇水 
○風水害 
○高潮 
○雪害 
○火山災害 
○大規模な火災 
○その他 
（現在は地震・津
波、土砂災害、渇
水の情報だけを提
供しています） 

■年代検索 
○江戸時代以前 
○江戸時代 
○明治・大正時代 
○昭和30年代まで 
○昭和60年代まで 
○平成以降 

検索すると、
検索結果が表
示されます 

タイトルをク
リックす る
と、詳細な情
報を見ること
ができます 

四国にある公益性を有す
る組織の災害関連サイト
等にリンクを張っていま
す 

メニューには、以下の内容が掲載されています。 
・四国災害アーカイブスについて 
・利用上の留意点 
・情報提供のお願い 
・検討委員会と運営機関について 

http://www.shikoku-saigai.com/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どんな内容が提供されるの？ 

■提供される詳細な災害情報の内容 

徳島県海陽町（海南町）の「昭和 21年の南海地震」の情報を例として、提供される情報の内容を紹介します。 

注）アーカイブスの情報を利用する際には、前頁に示した

メニュー欄の「利用上の留意点」をご参照ください。 

【徳島県海陽町（海南町）の「昭和 21年の南海地震」の情報】 
災害年月日：原則として原資料に基づいて西暦年

月日で表記しています。災害が数日間にわたって

発生している場合には、災害発生初日を記載して

います。 

市町村：情報が旧市町村に関する場合には、現在

の市町村名に加えてカッコ書きで平成の大合併

直前の市町村名を記載しています。 

災害種類：以下の９項目のいずれかを表示してい

ます。1）地震・津波、2)土砂災害、3)渇水、4)

風水害、5)高潮、6)雪害、7)火山災害、8)火災、

9)その他 （現在は地震・津波、土砂災害、渇水

の情報だけを提供しています） 

概要：当該地域の災害の様子、被害の状況、人々

の対応など災害情報の概要を200字程度以内で記

載しています。 

地図情報：災害地域の地図情報を、電子国土地図

とGoogleマップで表示しています。 

備考：災害にまつわる石碑、痕跡、史跡等がある

場合には、石碑等をアイコンで示した地図を表示

しています。また、関連する写真がある場合には

写真を掲載しています（石碑等の位置情報も示し

ています。 

参考文献：この災害情報について、編著者名「書

名」（発行元、発行年）、関連ページ数を記載して

います。 

情報源の種類：原資料の種類を、以下の６項目の

いずれかで表示しています。1)市町村史、郷土史、

2)災害記録、災害体験集、3)学術論文、雑誌論文、

4)写真集、5)事業誌、6)その他文献等 

キーワード：キーワードを５つ以内で付けていま

す。 

原資料ＰＤＦ：著作権者の許諾が得られる場合に

は、原資料ＰＤＦを掲載します。ただし、原資料

ＰＤＦの公開は平成26年４月の予定です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どんな使い方ができるの？ 

■アーカイブスの使い方 

四国災害アーカイブスの情報はいろいろな目的に使うことができます。利用者別の使い方として、以下のような例があ

げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アーカイブス活用事例① 

私のまちの地震・津波被害の年表をつくる 

自分が住んでいるまちの災害の歴史を調べる時に、アーカイブスは役立ちます。アーカイブスを利用して得られる

情報をもとに、愛媛県松山市の地震被害等の年表をつくると以下のとおりです。なお、アーカイブスには年表を作成

する機能はありませんので、年表の作成には表作成ソフト等を使う必要があります。 

愛媛県松山市の地震被害等の年表 

①住民や生徒の皆さん 

④研究者や大学生 

③学校の先生 

②地域の防災リーダー、 
 市町村防災担当者 

 

  

住民や生徒の皆さんが、自分の住んでいるまちについて、例えば明治元年から平成23年までに
起こった災害の歴史を調べたいときに活用することができます。 

自主防災組織や市町村の防災担当者が、過去の災害時における人々の取り組みの中から、災害
対応の仕方や被害軽減策、教訓を見出すときに活用することができます。 

学校の先生が児童・生徒を対象として行う防災教育のツールとするため、地域の災害履歴を調
べて、災害年表や災害マップなどをつくるときに活用することができます。 

研究者や大学生が、津波の歴史と海岸堤防工事の実施など災害と社会資本整備との関連を調べ

たり、地域の災害研究に活用することができます。 

⑤報道関係者 報道関係者が特定の災害に関する四国全体の被害分布状況を調べたり、年間カレンダーの中で
四国の災害暦を調べたりするときに活用することができます。 

和暦 西暦 松山市の地震被害等の概要（カッコ内は資料名）

推古13年 605年 推古13年（605）、地震により、道後温泉没す。（「松山市史第１巻」）

推古36年 628年 推古36年（628）、地震により、道後温泉ふさがり、3年後に再び出る。（「松山市史第１巻」）

天武13年10月14日
（白鳳地震）

684年11月29日 天武13年（684）10月14日、地震（M8.25）により、伊予の温泉湧出止まる。（「松山市史第１巻」）

室町時代 明応7年6月11日 1498年7月9日 明応7年（1498）6月11日、伊予で地変（M7～7.5）。（「松山市史第１巻」）

安土桃山時代 慶長元年7月12日 1596年9月4日 慶長元年（1596）7月12日、地震（M7.0）により、伊予薬師堂（松山市余土）の本堂・壬生門倒れる。（「松山市史第１巻」）

江戸時代 慶長19年10月25日 1614年11月26日 慶長19年（1614）10月25日、地震（M7.7）により、山崩れて泉脈塞がる。道後温泉一時湧水止まる。（「松山市史第１
巻」）寛永2年2月5日 1625年3月13日 寛永2年（1625）2月5日、地震により、城の石垣20間、塀30間余崩れる。（「松山叢談」）

寛永2年3月18日 1625年4月24日 寛永2年（1625）3月18日、地震により、温泉塞がる。松山城主蒲生忠知命じて湯神社に祈祷する。（「松山市史第１巻」）

寛永4年 1627年 寛永4年（1627）、地震により、道後温泉湧出止まる。（「松山市史第１巻」）

寛永7年11月5日 1630年12月8日 寛永7年（1630）11月5日、地震により、泉脈閉塞。（「松山市史第１巻」）

慶安元年2月5日 1648年3月28日 慶安元年（1648）2月5日、松山大地震。（「垂憲録拾遺」）

慶安2年2月5日 1649年3月17日 慶安2年（1649）2月5日、松山大地震、松山城石垣20間、塀30間破損する。（「垂憲録拾遺」）

貞享2年12月4日 1685年12月29日 貞享2年（1685）12月4日、地震（M5.9）により、道後湯没す。御城郭のうち数箇所崩れる。（「松山市史第１巻」）

貞享2年12月10日 1686年1月4日 貞享2年（1685）12月10日、地震（M7～7.4）により、時々道後温泉黄濁す。泥湯湧出後潰湯となる。（「松山市史第１
巻」）宝永4年10月4日

（宝永地震）
1707年10月28日 宝永4年（1707）10月4日、地震（M8.4）により、道後温泉湧出停止（145日間）。松山藩主久松定直公、道後湯神社に祈

祷仰付く。（「松山市史第１巻」）

安永4年10月4日 1775年10月27日 安永4年（1775）10月4日、大地震により、道後温泉の湧出止まる。（「川内町新誌」）

文化9年3月10日 1812年4月21日 文化9年（1812）3月10日、地震発生（M6.9）。松山でも被害が多かったようであるが、詳細不明。（「松山市史第１巻」）

嘉永7年11月5日
（安政南海地震）

1854年12月24日 嘉永7年（1854）11月5日、地震により、松山城天守閣の石垣が2箇所ふくらみ、本丸では平野屋根の瓦が落ち、壁にも
被害が出た。家中屋敷では全半潰20軒、土蔵の全半潰17箇所、下級藩士の家では全半壊114軒、町方の家屋では全
半潰68軒、百姓家の全半潰1,273軒などの被害が出た。道後温泉の湧出も止まる。即死者2人。（「池内家記」）

安政4年8月25日 1857年10月12日 安政4年（1857)8月25日、地震（M7.25）により、松山で門、塀、古家倒れる。知行100石につき15俵の割合で出米を集
め、御下米とした。（「松山市史第１巻」）

明治38年6月2日 1903年6月2日 明治38年（1905）6月2日、芸予地震（M7.25）により、松山市、温泉・越智・伊予各郡で負傷17人、家屋全壊8戸、半壊58
戸、被損235戸などの被害が出た。（「松山市史第１巻」）

明治42年11月10日 1909年11月10日 明治42年（1909）11月10日、地震（M7.6）により、松山市三津浜で負傷2人、家屋倒壊1戸。（「松山市史第１巻」）

昭和12年12月8日 1937年12月8日 昭和12年（1937）12月8日、松山市武徳殿・民家の障子破損、三津浜缶詰会社の煙突倒壊。（「松山市史第１巻」）

昭和21年12月21日
（昭和南海地震）

1946年12月21日 昭和21年（1946）12月21日、南海地震（M8.0）が発生し、道後温泉の湧出停止70日間。この地震により、死者26名、負
傷32名、住家全壊155戸、半壊118戸、非住家全壊147戸、浸水320戸、道路56箇所、橋梁8箇所、堤防67箇所などの被
害が出た。（「松山市史第１巻」）

昭和43年4月1日
（日向灘地震）

1968年4月1日 昭和43年（1968）4月1日、日向地震（M7.5）により、松山市で負傷2名、停電約42,000戸。体感余震は11回に及んだ。
（「松山市史第１巻」）

昭和43年8月6日
（宇和島地震）

1968年8月6日 昭和43年（1968）8月6日、地震（M6.6）により、停電約12万戸、負傷15名、道路損壊13箇所、山崩れ・がけ崩れ33箇所、
鉄道通信施設にも被害。（「松山市史第１巻」）

飛鳥時代

明治時代

昭和時代



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アーカイブスを利用して得られる情報をもとに、四国全体の土砂災害の分布図をつくることができます。主な土砂災

害の分布を示したのが下の図です（平成の大合併前の旧市町村単位の地図で表示しています）。ここでは主なものだけ

を掲載しており、これ以外にも土砂災害は各地で起こっています。なお、アーカイブスには地図を作成する機能はあり

ませんので、地図の作成には地図作成ソフトを利用する必要があります。 

アーカイブス活用事例② 

四国全体の主な土砂災害の分布図をつくる 

 

アーカイブス活用事例③ 

四国全体の渇水被害の分布図をつくる 

 アーカイブスを利用して得られる情報をもとに、昭和 14年（1939）と平成6年（1994）に渇水被害が確認できた市

町村を地図で示したのが下の図です（平成の大合併前の旧市町村単位に赤で表示しています）。被害が確認できなかっ

た市町村でも、実施には被害が起こっている場合がある得ることをご承知おきください。なお、アーカイブスには地図

を作成する機能はありませんので、地図の作成には地図作成ソフトを利用する必要があります。 

（昭和14年の渇水） （平成6年の渇水） 

高磯山崩壊（1892年）

保瀬の崩壊（1892年）

善徳地すべり（1854年～）

茶園嶽の崩壊（1885年）

大西のザレ（1965年）

昭和50年台風6号災害（1975年）

昭和51年台風17号災害（1976年）

平成16年台風10号災害（2004年）

五剣山崩落（1707年）
蛸山の崩壊（1912年）

平成16年台風21号災害（2004年）

昭和51年台風17号災害（1976年）

昭和51年台風17号災害（1976年）

平成16年台風23号災害（2004年）

昭和49年台風8号災害（1974年）

平成16年台風21号災害（2004年）

平成11年台風16号災害（1999年）

平成16年台風15号・23号災害（2004年）

別子銅山大水害（1899年）

高知県西南部豪雨災害（2001年）

長者地すべり（792年～）

昭和50年台風5号災害（1975年）

昭和51年台風17号災害（1976年）

高知県豪雨災害（1998年）

繁藤災害（1972年）

比島災害（1972年）

久保高井の山崩れ（1788年）

有間の崩壊（1854年）

平成16年台風15号災害（2004年）

トウジ山地すべり（1687年～）

加奈木崩れ（1707年～）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アーカイブス活用事例④ 

私のまちの地震・津波に関する石碑等マップをつくる 

 アーカイブスには資料に基づく文章だけではなく、災害にまつわる石碑等の位置情報や写真もできるだけ掲載する

ようにしています。これらの情報をもとに、自分が住んでいるまちの災害関連の石碑等マップをつくることができま

す。高知県須崎市を例に、道の駅「かわうその里すさき」の近くにある地震・津波に関する石碑等マップをつくると

以下のとおりです。なお、アーカイブスにはワンタッチでマップを作成する機能はありませんので、マップ作成ソフ

ト等を使う必要があります。 

 地震・津波に関する石碑等マップ（高知県須崎市の道の駅周辺の例） 

 

（電子国土地図に加筆） 

宝永津浪溺死之塚 

西糺町の宝永津浪溺死之塚

は、宝永地震（1707 年）の

津波で亡くなった 400 人余

の亡骸を改葬する際に、150

年忌を記念して安政 3 年

（1856）に建立されたもの

です。 

地蔵堂の南海地震記念碑 
原町の地蔵堂境内の南海地
震記録碑には、昭和南海地震
（1946年）で津波が来襲し、
最高潮は平地で約8尺（2.4
ｍ）に達し、溺死者 53人を
出したことなどが記されて
います。 

恵比須神社の碑 
大谷の恵比須神社境内の南
海地震記念碑には、昭和南海
地震（1946 年）による津波
で、最高潮が 4ｍ30cmに達し
たことなどが記されていま
す。恵比須神社に上る途中に
は、最高潮之跡碑が建立され
ています。 

 

大善寺大師堂の地蔵尊 
西町の大善寺大師堂（二ツ石
大師）境内の地蔵尊台座に
は、宝永地震（1707 年）で
津波が襲来し、溺死者が多数
出たことが記されています。 

 

江雲寺の最高潮之跡碑 

大谷の江雲寺の石段に

は、昭和南海地震（1946

年）の時の最高潮之跡碑

が建立されています（下

から 15段目）。 

津野神社の地蔵尊 
青木町の津野神社鳥居前の
地蔵尊台座には、大善寺大
師堂の地蔵尊と同様に、宝
永地震（1707 年）で津波が
襲来し、溺死者が多数出た
ことが記されています。 

津波之碑 
新町の津波之碑には、宝永地震
（1707年）の津波で 400余人、
昭和南海地震（1946年）の津波
で61人の犠牲者が出たこと、ま
た昭和 35年（1960）のチリ地震
津波では家屋 4 千余戸が浸水し
たことなどが記されています。 

野見海岸の震災復旧記念碑 
野見海岸の碑には昭和南海
地震（1946 年）の時に、津
波が来襲し、地区内では家屋
の流失・全半壊等の被害が大
きかったが、住民は裏山に避
難したため人畜の被害は皆
無であったことなどが記さ
れています。 

須崎八幡宮の碑 
須崎八幡宮境内には、昭和南
海地震（1946年）の遭難者追
悼之碑が建立されています。
また、八幡宮に残る木札には
宝永地震（1707年）による津
波で、神輿が潮の流れに乗っ
て太平洋を漂い、伊豆に打ち
上げられ、返還されたことが
記されています。 

神明宮の最高潮之跡碑 

大谷の神明宮の石段には、昭

和南海地震（1946 年）の時

の最高潮之跡碑が建立され

ています（下から19段目）。 

道の駅 
「かわうその 
里すさき」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                        

 

 
 
 
 
 
 
 

メールマガジン配信中 

 アーカイブスをご活用の皆さんに、以下の３つのことをお伝えしたいです。 

 

身近な所に災害の歴史があります 

  平成23年に東日本大震災が発生し、地震・津波への関心が高まっていますが、四国では過去に地

震・津波だけではなく、風水害、土砂災害、高潮、渇水などさまざまな災害がたびたび起こってき

ました。皆さんの身近な所にも災害の歴史があります。 

 

人々が災害に立ち向かってきた歴史があります 

  災害に対して、人々はただ手をこまねいていただけではありません。できるだけ災害が起こらな

いように、またできるだけ被害が大きくならないように、その時々に応じた取り組みが行われてき

ました。先人の努力や工夫の積み重ねの上に、今日の四国があります。 

 

災害にまつわる石碑や痕跡などが各地にあります 

  災害の様子や災害に対する人々の取り組みなどは、文献資料だけではなく、各地の石碑や痕跡な

どにも残されています。皆さんが災害にまつわる石碑や痕跡を訪ね、改めて災害や地域のことを考

えるきっかけにしていただけるように、できるだけ現場の地図や写真を提供しています。 

四国災害アーカイブス事務局 

（一般社団法人 四国クリエイト協会） 
 

〒760-0066 香川県高松市福岡町 3-11-22 

電話 087-822-1676 FAX 087-823-8569 

http://www.shikoku-saigai.com 
 

2013.7 

過去の災害情報をお寄せください 

四国災害アーカイブスのメールマガジン

の受信を希望される方は下記にメールを

お送りください。 

E-mail: info@shikoku-saigai.com 

四国災害アーカイブスを多くの皆さんに利用していただ

くためには、アーカイブスに登録する情報内容を充実さ

せることも重要です。皆さんの身近に四国の過去の災害

に関する文献資料や映像などがありましたら、アーカイ

ブス事務局までご連絡をお願いします。 

アーカイブスでお伝えしたいこと 


